




 

 進行性筋ジストロフィー症(PMD)の成因を追求する目的で cuyclic 

nucleotides の動態を検討した。前年度は cyclic AMP および cyclic GMP の測

定法ならびに PMD Duchenne 型の nucleotides の日内変動について報告した。引

き続き今年度は運動負荷ならびに薬物の影響を検討した。 

〔方法〕 

 対象は入院中のD型患者14名。Ⅰ群は歩行可能(障害度Ⅰ-1～Ⅰ-5)の4名で、

37～38℃の温水プール中で水治訓練を行った。Ⅱ群は 3名、訓練室で歩行訓練

(Ⅰ-1～Ⅰ-4)、Ⅲ群は 3名で車椅子訓練(Ⅱ-6)を行った。各群とも訓練時間は

60 分間で、その直前ならびに直後に採血、血圧および脈搏数を測定した。Ⅵ群

は Noradrenalin(NA)を筋注し、6時間毎に採血、同時に血圧および脈搏数を測

定した。cyclic AMP および cyclic GMP の測定は宇井らの開発した

radioimmunoassay 法によった。 


